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奇数偶数の並び 

 

４けたの整数にたいして，となりあう数が奇数どうしか偶数どうしならかけ算をし，奇数と偶数ならたし

算をします。０も偶数とします。例えば，３５２５なら３×５＋２＋５＝２２，２３５５なら２＋３×５×

５＝７７，１０８９なら１＋０×８＋９＝１０です。 

 

（１）ある４けたの整数にこの計算を行ったところ，答えが７２になりました。ある整数として考えられる

ものは全部で何通りありますか。 

 

（２）ある４けたの整数にこの計算を行ったところ，答えが２９になりました。ある整数として考えられる

ものは全部で何通りありますか。 
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奇数偶数の並び （１）２４通り （２）１０４通り 

 

（１）４けたの整数□に現れる４つの数をａ，ｂ，ｃ，ｄとします。□に問題の計算を行って，答えが偶数

になるのは以下の場合です。 

ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ 

   このとき，ａ，ｂ，ｃ，ｄのうち２つは奇数，残り２つは偶数で，奇数と偶数がとなり合うように並

んでいます。ただし，４つの１けたの数をたしても７２にはなりませんから，条件を満たす組み合わせ

はありません。 

ａ×ｂ×ｃ×ｄ 

   ａ，ｂ，ｃ，ｄがすべて偶数の場合，計算はａ×ｂ×ｃ×ｄとなって，答えは偶数になります。ただ

し，素因数分解をすると７２＝２×２×２×３×３ですから，７２を４つの偶数の積の形で表すことは

できません。よって，条件を満たしません。 

ａ×ｂ＋ｃ＋ｄ 

   計算の答えが偶数になるのは，ａ，ｂが偶数でｃ，ｄが奇数の場合と，ａ，ｂ，ｃが奇数でｄが偶数

の場合です。 

   ａ，ｂが偶数でｃ，ｄが奇数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ａ×ｂ ｃ ｄ 並びかえ 

８×８＝６４ 
１ ７ １８８７，７８８１の２通り 

３ ５ ２通り 

ａ×ｂが８×６＝４８以下の場合，７２－４８＝２４なので，ｃとｄを加えても７２にはなりません。 

よって，２×２＝４（通り）です。 

   ａ，ｂ，ｃが奇数でｄが偶数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ａ×ｂ ｃ ｄ 並びかえ 

９×７＝６３ 

１ ８ 9781，7981，1897，1879 の４通り 

３ ６ ４通り 

５ ４ ４通り 

７ ２ ４通り 

９ ０ ４通り 

ａ×ｂが７×７＝４９以下の場合，７２－４９＝２３なので，ｃとｄを加えても７２にはなりません。 

よって，４×５＝２０（通り）です。 

 

 以上より，４＋２０＝２４（通り）です。 
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（２）（１）と同じく，４けたの整数□に現れる４つの数をａ，ｂ，ｃ，ｄとします。□に問題の計算を行

って，答えが奇数になるのは以下の場合です。 

ａ×ｂ×ｃ×ｄ 

   計算の答えが奇数になるのは，ａ，ｂ，ｃ，ｄがすべて奇数の場合ですが，２９は素数であり，１け

たの奇数４個の積にはなりません。 

 

ａ×ｂ×ｃ＋ｄ 

   計算の答えが奇数になるのは，ａ，ｂ，ｃが偶数でｄが奇数の場合と，ａ，ｂ，ｃが奇数でｄが偶数

の場合です。 

   ａ，ｂ，ｃが偶数でｄが奇数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ｄ ａ×ｂ×ｃ 並びかえ 

１ ２８になる組み合わせはない  

３ ２６になる組み合わせはない  

５ ２×２×６＝２４ ３×２＝６（通り） 

７ ２２になる組み合わせはない  

９ ２０になる組み合わせはない  

よって６通りです。 

 

   ａ，ｂ，ｃが奇数でｄが偶数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ｄ ａ×ｂ×ｃ 並びかえ 

０ ２９になる組み合わせはない  

２ 
９×３×１＝２７ ６×２＝１２（通り） 

３×３×３＝２７ １×２＝２（通り） 

４ １×５×５＝２５ ３×２＝６（通り） 

６ ２３になる組み合わせはない  

８ ７×３×１＝２１ ６×２＝１２（通り） 

よって，１２×２＋２＋６＝３２（通り）です。 
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ａ×ｂ＋ｃ×ｄ 

   ａ，ｂが奇数でｃ，ｄが偶数とすると，計算の答えは必ず奇数になります。以下の組合せを考えるこ

とができます。 

ａ×ｂ ｃ×ｄ 並びかえ 

９×３＝２７ ２になる組み合わせはない  

５×５＝２５ ２×２＝４ ５５２２，２２５５の２通り 

７×３＝２１ ２×４＝８ ２×２×２＝８（通り） 

５×３＝１５ １４になる組み合わせはない  

９×１＝９ ２０になる組み合わせはない  

３×３＝９ ２０になる組み合わせはない  

７×１＝７ ２２になる組み合わせはない  

５×１＝５ ４×６＝２４ ２×２×２＝８（通り） 

３×１＝３ ２６になる組み合わせはない  

１×１＝１ ２８になる組み合わせはない  

よって，２＋８×２＝１８（通り）です。 

 

ａ×ｂ＋ｃ＋ｄ 

   計算の答えが奇数になるのは，ａ，ｂが奇数でｃ，ｄが偶数の場合と，ａ，ｂ，ｃが偶数でｄが奇数

の場合です。 

   ａ，ｂが奇数でｃ，ｄが偶数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ａ×ｂ ｃ ｄ 並びかえ 

９×３＝２７ ２ ０ ２９３０，２３９０の２通り 

５×５＝２５ 
４ ０ １×１＝１（通り） 

２ ２ １×１＝１（通り） 

７×３＝２１ 

８ ０ ２×１＝２（通り） 

６ ２ ２×２＝４（通り） 

４ ４ ２×１＝２（通り） 

５×３＝１５ ８ ６ ２×２＝４（通り） 

ａ×ｂが９×１＝９以下の場合，２９－９＝２０なので，ｃとｄを加えても２９にはなりません。 

よって，２×３＋１×２＋４×２＝１６（通り）です。 
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ａ，ｂ，ｃが偶数でｄが奇数の場合，以下の組合せを考えることができます。 

ａ×ｂ ｃ ｄ 並びかえ 

６×４＝２４ 

４ １ ２×２＝４（通り） 

２ ３ ２×２＝４（通り） 

０ ５ ２×１＝２（通り） 

８×２＝１６ 

８ ５ ２×２＝４（通り） 

６ ７ ２×２＝４（通り） 

４ ９ ２×２＝４（通り） 

４×４＝１６ 

８ ５ １×２＝２（通り） 

６ ７ １×２＝２（通り） 

４ ９ １×２＝２（通り） 

６×２＝１２ ８ ９ ２×２＝４（通り） 

ａ×ｂが４×２＝８以下の場合，２９－８＝２１なので，ｃとｄを加えても２９にはなりません。 

よって，４×６＋２×４＝３２（通り）です。 

 

   以上より，６＋３２＋１８＋１６＋３２＝１０４（通り）です。 
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